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皆さま、こんばんは。ご紹介いただきまし

た富野です。今日来るときに、みぞれっぽい

雨が降っていましたが、「これは、11月に雪
が降るんじゃないかな。」と思うほど、京都は

寒うございました。せっかく今、もみじがい

いんですが、これでは観光に来られた方が風

邪でもひかれるんじゃないかと思った次第で

す。今日は皆さん、夜に集まっていただきま

して、ご苦労様です。私も今ご紹介いただい

たように、岸和田市さんとは本当に長いお付

き合いで、いろんなことでこのまちのことを

見せていただいておりますが、今の日本の自

治体の行き方の一つの典型的な進め方をされ

てるなと思っています。しかも、なかなか着

実にいろんなことをやってらっしゃるなとい

うのが、長いお付き合いの中で、私が描いて

いる感触です。2000 年の地方分権、とよく
私たち専門家は言いますが、今、国がいろん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
なことを全部取仕切るという時代から、地方

自治体が本当に自分たちの力で、頑張って地

域づくりをしていくという時代になったにも

かかわらず、なかなかそういうことを実践で

きている自治体が少ないというのが現実です。

その中で、地域の力を基礎にしながら、行政

と市民の皆さんが合い携えて、いろんなこと

を進められていくと、なかなか大変難しいこ

ともやってらっしゃるというのは、私は「素

晴らしいなぁ。」と思っているんです。よく、

「市民の皆さんには、やさしいことをやって

いただいて、行政は難しいことをやればいい

んだ。」というふうに言われる行政の方って多

いんですね。でも、そうではないと思うんで

すね。いつも甘いものや軟らかいものばかり

食べていると、虫歯になったり、あごが弱く

なったり、ひいては人格の形成にまで影響を

与えるということがいわれています。こうい

う公共的な活動やまちづくりもそうであって、

市民の皆さんが真綿の布団にくるまっている
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ような状態では、本当に強い地域、元気な地

域というのは生まれてこないわけです。そう

いう意味で、岸和田市さんがやってらっしゃ

るような「難しいことも、一緒に、共に頑張

ってやっていこうよ。」ということは、非常に

いいことだと思いますし、それを一種やり切

られているということについては、行政の皆

さんの努力は大変なものだということも思っ

ています。もちろん、一緒に頑張っていらっ

しゃる市民の皆さんは、ほんとに素晴らしい

なというふうに思っているわけです。 
私、自治基本条例の推進のためにお手伝い

させていただいているんですが、その中で総

合計画をどうするんだ。あるいは、総合計画

とまちの憲法である自治基本条例、どういう

ふうにつながっていったらいいんだろうかと

いうことを、皆さんと一緒にずいぶん議論さ

せていただいたわけです。それで今回、総合

計画をつくることになったとき、せっかく自

治基本条例があるんだから、きっちりと自治

基本条例といい関係を持った総合計画をつく

っていくことが大切ではないかと思うわけで

す。つまり、自治基本条例という、市民の皆

さんがまちづくりをする際の大原則があるん

ですから、その自治基本条例の趣旨に沿った

総合計画をつくっていくことがすごく大事だ

と思います。実は、自治基本条例をつくった

後で、その自治基本条例を基本としながら、

総合計画を本当にまじめにつくっていこうと

しておられるところは意外と少ないんです。

自治基本条例をつくったあとはお蔵入りとい

いますか、「条例があるんで、それでいいじゃ

ないか。時々蔵から出して表示すればいいん

だよ。」というところが多いんです。常に自治

基本条例との関係でいろんなことを進めてい

くというのが非常に重要なことなんですね。

岸和田市はそういう面で、全国で最も進んだ

地域であり、自治体である、とそういうふう

に考えていますので、この総合計画をつくる

ことについても、大変大きな期待を持ってい

るわけです。そういうわけで、今までの総合

計画のつくり方やあり方とは、違ったつくり

方・考え方で、皆で頑張っていかなければい

けないと思いますし、日本で初めてそういっ

たタイプの総合計画に取り組むというような

面もあるわけですから、こういった勉強会で

皆さんと共に考え、議論しながら進めていく

ということは、なかなかきっちりと道理にあ

ったことだと感じています。 
そこで、今日の私の話ですが、いろんな先

生方がすでに大事なポイントについてお話さ

れていると思います。ですから、総合計画づ

くりに当たって、全体的な総合計画のあり方

や、自治基本条例と総合計画の関係をどうし

たらいいのか、そして最後に、そういう自治

基本条例に基づいた総合計画のつくり方につ

いて私たちが考えていかなければいけないこ

となどについて、少しおさらいをさせていた

だき、皆さんがいろんなお考えを整理する際

の助けになればありがたいと思います。最初

に、総合計画は世界や国やこの地域の状況を

踏まえて考えないといけないわけですよね。

皆さんはそれぞれ、世界のあり方、あるいは

地域のあり方についてご意見を持っていらっ

しゃると思いますが、私の目から見て、地域

づくりや環境が今どういうふうに見えている

のか、どういうところにポイントがあるのか、

ということについて、少し私なりのまとめを

させていただくのが第 1点です。次に、そう
いったことを踏まえて、じゃあ総合計画をつ

くるわけですが、そもそも総合計画とは何だ

ろう？これからはどういう総合計画が必要な

んだろう？という総合計画そのものについて

の論点の整理といいますか、その仕組みをき

っちりと理解していくということが必要です。

そういうことで、総合計画とは何で、どうい

う役割を持っているのかということについて、

2 番目に少しまとめておきたいと思います。
その一方で、日本のいくつかの自治体では、

岸和田市もそうですが、自治基本条例を有効
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に使いたいということで頑張っていらっしゃ

るところがあります。そういった自治体は、

自治基本条例とは、そもそもどういうものな

んだろうか。特に、岸和田市のように自治基

本条例にきっちりと取り組んでいる地域にと

って、自治基本条例はどういう意味を持って

いるんだろうかということを、総合計画とは

少し離れたかたちで、憲法としての自治基本

条例について整理していきたいと思います。

そこを整理した上で、その 2つの関係につい
て、どういう関係を考えていくべきなのか？

ということについてお話したいと思います。

実は、このことは、まだ学会なんかでもあま

り議論されていなくって、正に、きちっと機

能してないんですね。そういう意味で、岸和

田は先進的なわけですが、それについて若干

お話をしたいと思います。以上のことを踏ま

えた上で、自治基本条例を基本とした総合計

画というものは、じゃあどういうような役割

を持ち、どういうような仕組みとして動かし

ていくんだろうということを最後にまとめて

いきたいと思います。結構時間が長いと思い

ますので、適宜、皆さんの顔色を見ながら、

休憩をはさまさしていただこうかと思ってい

ます。でも、私、一回話始めると、なかなか

止まらなくなってしまいますので、よろしく

お願いします。 
 
 
 
21世紀のまちづくりといっても、2000年
という年を境にガラっと世の中が変わってし

まうわけではありません。でも、もう 21 世
紀に入って約 10 年が経ちました。やはり、
2000 年の前の 10～20 年間と、2000 年に
なってからのこの 10 年間というのは、ずい
分違っているなと皆さんもお感じになってい

らっしゃるんじゃないでしょうか？これは、

かなり大きな違いが出てると思います。その

辺りについて、21 世紀に入ってからの地域

やまちづくりを巡る状況というものが、どう

変わってきたんだろうかということについて、

いくつかポイントをまとめてみたいと思いま

す。 
 
人口減少時代に入った日本の地域社会    

まず最初に、人口減少時代に入ったんです

ね。人口減少時代というのは、日本はほとん

ど経験したことありません。第2次世界大戦
で人口は激減しました。でもこれは、通常の

状態で減ったわけではないですよね。しかし

今、日本はこれからの 30、40年は確実に人
口が減ることが決まっているんです。しかも

これは、戦争などの非常事態で減るのではな

く、日本の高度成長の結果、豊かになって、

その豊かな社会が生み出した一つの結果とし

て人口が減ってしまうということですから、

構造的な問題といわれています。つまり、一

人一人が努力するとかしないとかということ

ではなく、一つの社会が生まれ、次の社会に

転換するときに出てくるいろんな問題として、

これを理解しなきゃいけないということなん

です。だから、少子高齢化対策ということで、

「子どもがたくさん生まれるような環境をつ

くっていかなきゃいけない。」という議論自体

は正しいんですが、実はそれだけでは済まな

いという要素もあるんですね。私、この 11
年間、ほとんど毎年、地域づくりの研究で中

国奥地の最貧地域へ行ってます。今年も 2か
月ちょっと行ってきたんですが、今、中国は

非常に激変しています。皆さんご承知のとお

り、中国は「一人っ子政策」というのをやっ

ています。「一人っ子政策」というのは、正確

に言いますと、中国の中で一番多い漢族とい

われている人たちは、夫婦で子どもを1人し
か持ってはいけない、という政策です。少数

民族といわれてる人たちは 2人まで、あるい
はときとして3人まで子どもを持てるという
ことで、少数民族を優遇する対応をしていま

す。これで「強制的に人口を減らせる。」とい



 4 

うことで法律をつくってやってみました。私

が 11 年前にその農村に行ったときには、抵
抗感といいますか、「非常にひどい政策だ。」

ということで住民の皆さんが非難をしていま

した。「今までたくさん子どもがいて、やっと

生活ができていたのに、なんでこんなことを

するんだ。」という形で非難していたんですね。

ところが今、そういう農村が、法律ではなく、

自分たちの意見として、子どもは 1人以上持
てないというふうにいっているわけです。つ

まり、豊かな社会で子どもたちを大学まで上

げて、いい就職をさせてということになって

くると、まず教育費が猛烈に負担になってく

わけですね。だから、「子どもをたくさん持つ

なんて考えられない。」ということで、法律に

よる強制ではなく、自分たち自身がもう子ど

もは 1人で十分だし、1人以上育てられない
といっているわけです。たぶんこれは、中国

の将来にすごく問題になると思います。つま

り今、法律でしばっていますが、法律のしば

りを解いたときに、中国の人口が増えるのか

というと、たぶん増えないと思いますね。そ

ういうことがあるわけです。結局、構造的な

問題なんです。豊かな社会というのは、基本

的に人を育てる、人材といいますが、人の価

値がものすごく上がっていくわけですね。人

の価値が上がるということは、一人一人を大

事に育てないといけない。そして、一人一人

を大事に育てて、それで社会の中に上手く機

能させていくためには、教育の期間が延びて、

しかも高度な教育を、ということになります

から、ものすごく教育が社会の中で重い問題

になってるわけです。これは、社会全体とし

てもそうですし、家族の中でもそういうふう

になるわけです。だから、人の命や価値が上

がれば上がるほど、その社会は少子化してく

るんです。たくさん育てきれなくなるという

構造的な問題があるわけですよね。日本は急

成長しました。人の値段、要するに給料が世

界でもトップクラスになってしまっています

し、いろんなところで教育にお金を掛けるん

ですね。教育に掛ける親の思いというのはも

のすごいもんです。日本と韓国が世界で一番

だといってますが、今正に、中国がそれです。

そういう時代ですから、子どもたちの価値は

確かに高いんですが、結局、教育や育てるこ

とに親が全力を挙げなければいけないという

ような状態をどうしたらなくせるのか、そう

いう社会って果たしてどういうふうにしたら

できるんだろうか、という問題にむしろなっ

ているわけです。非常に難しいことだと思い

ます。単に、補助金を渡すとか、保育園を増

やすとか、それも大事なことなんですが、そ

れだけで済むようなことではないわけですよ

ね、少子化という問題は。そして、少子化は

当然のことながら、子どもの数が少なくなっ

てきますから、大人の数、あるいは高齢者の

数が圧倒的に増えてきて、高齢社会になるわ

けです。正に日本が典型的ですが、あと 20
年もすると、中国は日本よりもっとひどい高

齢社会になります。あの 10 億の人口が日本
型の高齢社会のもっときつい状態になったら

どうなるのかと、空恐ろしい気持ちです。 
で、日本では、21 世紀に入って、人口減
少という形で現れているわけです。この 30
年ぐらいは確実に、それもどうしようもなく

減ってしまうと、こういう時代に入っている

わけです。そういうことを前提として社会の

いろんな仕組みを考えなければいけないとい

うことですね。人口が減るっていうことはど

ういうことなのか？もし、外国の人たちが日

本に入ってきてくれなければ、当然のことで

すが、１人当たりの生産高というのが確実に

増えないんですね。だから、商品も増えない。

そうすると、経済活動が非常に衰弱するだろ

うといわれています。衰弱する労働力や経済

活動というものを、ではどういうふうに配分

していけば豊かさを感じられるような社会で

あり続けるのか？あるいは、高齢者と若い人

たちのバランスがとれるような社会になるの
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か？ということが社会の非常に重要な問題に

なっています。もうすでに。これからまだし

ばらく、あと 10年、15年という単位で厳し
い状態が続くと思います。そういう意味では、

年金や世代間格差の問題など、なかなか難し

いことです。これは、国全体がそうであると

いうだけではなく、自治体や地域社会も、正

にそういう状況ですよね。今のところ日本の

中で、こんな状況が一番厳しく現れているの

は、いわゆる過疎地域なんです。今や、過疎

地域というものをとおり越して、限界地域、

あるいは限界集落といった表現が使われてい

ます。つまり、65歳以上の人口が 50％を超
えてしまって、どんっと人口が減る。若い人

たちが住まない。だから高齢者だけで取り残

されて、最終的には絶えていってしまうのを

待つしかないという状態の集落です。そうい

った集落が、今、現実に崩壊しつつある所だ

けでも千以上あるという状態です。こういう

ように、人口が減っていって、財政が厳しく

なってくるような社会というものは、コンパ

クト化、つまり、できるだけ人口が集まって

効率的な生活を送りましょうよ、といわれる

ようになります。医療問題なんかは正にそう

ですし、道路もそうですよね。全国に散らば

って生活していると、にっちもさっちも行か

なくなるので、一定程度の人口が集まったと

ころに集中的に投資をして、そこで全体の活

動を守っていくようにしようという、いわゆ

るコンパクトシティといわれているものです。

コンパクト化というまちづくりをやっていこ

うというわけです。たぶん、この総合計画の

中でも、そういう概念を入れるのかどうかと

いうことが問題になってくると思います。例

えば、岸和田市でもですね、中心部と周辺部

分なんかで、人口減少時代の過疎地域と都市

部のミニ版のような問題が起きてくるかもし

れません。そういうようなことも含めて、人

口減少というのは、東京都も含めた日本全体

の問題としてあるわけです。今のところ、東

京が一人勝ちといわれていますが、あと 10
年もすると東京もひどい状態になりはじめる

という人口推計がでていますし、東京がひど

い状態になるとどうなるかということを推計

している資料なんかもあります。都会で空洞

化が進んでいけばどうなるのかというのは非

常に大きな問題ですが、そういうことも含め

て、我々は、この少子化・高齢化というもの

を、構造問題であって、小手先の手段だけで

はいかないんですよ、本腰を入れてやってい

かなくてはいけないんですよ、国がやってく

れるなんて甘いことを考えずに、我々地域の

問題として本腰を入れないでどうするんだ、

ということですね。 
一方、選択と集中ということもいわれてい

ます。これから、経済活動は活発になりませ

ん。その中で、どういうところに重点をおい

ていくのか。逆に言いますと、無駄金を投資

しないようにして、本当に生きた投資ができ

るようにするのかということが、今までより

増して問われてくると、そういうことです。

残念ながら、私は、税収はこれから上がって

いかないという悲観的な見方は正しいと思い

ます。人口が減って高齢化が進むと、労働力

人口が減ってきます。すると、若い人たちが

頑張って働けるのか、労働意欲が本当にもつ

のか、という問題があるんですね。年金の掛

け金を払うのが嫌だからニートになって払わ

ないですむようにしちゃうということだって

出てきてるわけですから、社会の中でのモラ

ルとか公共といったような、「みんなのために

自分が生きているんだ。」という感覚が、そう

いう社会のなかでもつのかということがある

んです。そのあたりが非常に問題があるとこ

ろだと思います。ですから、財政危機という

ことより、人々の心の危機ですね。そういう

ところが考えないといけないところです。た

だ、岸和田はそういう意味では、非常に地域

的団結力の強いところですので、行政よりも

遥かに地域の力が強い場面も私もしばしば見



 6 

てきましたので、行政だけでやることではな

くて、地域のみなさんも含めて、これからど

うするのか、という問題であろうと思うわけ

です。ですから、一つ非常に大きな全体的な

問題として、人口減少・高齢化ということを

きっちりと踏まえた上で、このまちの特徴で

ある地域力というものを、どうやってからま

せていくのかということは、相当程度考えな

くてはいけないんじゃないかなと思うわけで

す。 
 
行政主導から協働へ            

二つ目は、今お話したような社会が全体と

すると、長期的にみた場合に、もちろん波も

ありますが、これから地方自治体の財政とい

うものは、新しい企業がドーンと入ってきて

雇用が何千人増えるなどといったことがしょ

っちゅうこれから予想できれば別ですが、た

ぶん、そうではないと思うんですよね。実は、

これ、今の政府の選択が正しいのかどうかと

いう問題があるんです。あとでちょっと数字

をお示ししたいんですが、いわゆる証券パニ

ックですね。金融パニックになって、実体経

済に影響を及ぼす。実体経済というのは、雇

用や売上げ、あるいは貿易などの生産やサー

ビスの供給に影響を及ぼす。単に影響を及ぼ

すだけではなく、深刻な影響を及ぼすんです。

しかもこれ、世界同時になってしまって、出

口がない。それに助けてくれるところがない。

そういうふうになるとよく言われています。

そういうときに、大変だから給付金ですか？

１万何がしを皆さんに渡して、ちょっとお金

を使っていただきましょうとか、１兆何億、

何千億と地方に金を渡して、赤字でもいいか

らとにかく公共事業をやって何とかしろなど

という政策は本当に正しいのか、という問題

があるんですね。私は、これは非常に危険だ

ろうと思います。これは、小渕内閣のときに、

完全にやりきって全然ダメだったというのが

あるわけですよね。出口がないので内需を喚

起するといっても、内需の拡大というカンフ

ル剤だけでしかないんですから。カンフル剤

だけでは病気は治らないんで、「じゃあ病気を

治すためにどうしたらいいのか。」という政策

がないと、今の政府がすごく努力をする気持

ちは分かりますが、本当に努力の結果が出る

のかというと、我々国民としては、「大丈夫な

のかいな？」と思わざるを得ないわけですよ

ね。そういう中で、これから財政を考えて、

ある程度税金がきっちりと確保できて、行政

もそれなりにサービスができる状態というの

は、どういう状態だったらあり得るんだろう

かということです。それはたぶん、たぶんで

すよ、今まで私は、ずっと環境に関する仕事

をやってきまして、会社の社長をやっている

ときも環境の関係だったんですが、それから

考えると、これからは環境投資しかないだろ

うというふうに思うわけです。日本の今まで

の産業は、モノづくりでやってきて、非常に

成功したんですね。そのモノづくりの中で、

日本は、例えば太陽電池のような環境分野に

おいても非常にいい技術を磨いてきたわけで

す。しかし、これは、今、中国に行くと分か

りますが、中国ではものすごい太陽電池の工

場を、強烈に巨大なやつをどんどんつくって

いるわけですね。商品が東京に出てくるほど

には、まだなってないんですが、今ものすご

い勢いでつくっています。その他のいろんな

環境の技術も、先進国同士でも競っています

し、中国と、これからはインドもそういう分

野に進出してくると思うんですよね。もしこ

のままいくと、日本がたぶん環境技術のトッ

プクラスから滑り落ちる可能性があるわけで

す。これは非常にまずい。情報危機というの

は、今回の世界的なバブルの崩壊で分かりま

すが、コンピュータをいじくってお金をつく

り出すというのは邪道ですよね、どうみたっ

て。物があって初めて、あるいは汗をかいて

初めて、お金が出てくるというのが本来正当

なとこです。それを無理やりお金を稼ごうと
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するから、コンピュータをいじくりまわして、

取引を異常に膨らませて、それで世界が同時

にこけるまでやってしまう。石油なんかそう

ですよね。実は私、昨年の講義で、「石油の値

段が 60 ドルを越えたら絶対おかしい。超え
たらバブル以上に危険な信号だ。」と言ったん

ですが、今やっと 50ドル内に戻ったんです。
これは当たり前の話です。ところが、あのと

き、上がるのが当たり前という経済評論家が

たくさんいました。さらに、モノが本当にち

ゃんと流れて、サービスが生活の中で活かさ

れるという経済のあり方が、完全に離れちゃ

っているんですね。要するに、穀物も石油も、

あらゆる取引をお金儲けの対象としかみない。

土地でさえ木の葉のようにもてあそばれるわ

けですよね。不動産が動産になっちゃうわけ

ですよ。明らかに異常なんですよね。そうい

うことをきちんとつくり直していくとしたら、

私たちは、地球の中で私たちが持っているも

のを生かしながら、その範囲で豊かさをつく

っていくしかないんですが、そこに気がつか

ない。まあ、気が付いてはいるんですが、そ

れって簡単には儲からないわけですよ。汗を

かいて、一生懸命努力して、無駄をなくして

っていうことをいわなきゃいけませんから。

それよりも、「コンピュータをまわして、まあ

分とか秒の単位でお金儲けしたらいいや。」っ

てだれでも思いたくなるわけですよね。ある

いは銀行からお金を借りて何をやれば儲かる

のか？「株に投資すればいいや。」っていう話

を、みんなやりたがるわけです。これはもう

だめだ。結局、日本が生き残るとしたら、海

というものすごい自然資源を持っているわけ

です。日本の高度な技術をさらに磨いて、世

界の中でそれを機能させてくという道しかな

いということですね。しかし、これは、今言

ったカンフル剤のような効果はすぐにはあり

ませんから、つい政治家は、国民にちょっと

いい思いをしてもらって、そこらへんをやっ

てしまいたくなるということなんです。それ

は、そういう環境に対する投資をきちっとや

った上で、なおかつそれをやるんだったら、

まだ分るんですが、今そういうのがまったく

出ていないというのは、非常に困ったことで

して、これは日本の国をまた 10 年ほど過ら
せることになっちゃうんじゃないかと思って

いるわけです。そういうことですから、たぶ

んこれから、自治体の財政も、国の財政も、

もっと赤字が増える可能性があって、さらに

厳しくなる。長期的には、決して国から地方

に回ってくるお金は増えないし、もっともっ

と厳しい状況になるかもしれないということ

を想定しなきゃいけないと思うんですね。そ

うすると、今まで行政主導というのは何でで

きてきたのか？やっぱり、行政はお金を持っ

ていたからですよね。比較的豊かな経済成長

をして、毎年毎年税収が増えるし、その増え

ている税収で住民の皆さんから要望された新

しいサービスを何とか実現していく。そして、

それに必要な職員も確保していく。そういう

ことを一生懸命やって努力してきたわけです。

行政はそういう意味で汗をかいてきたんです。

汗をかいて、でも、なおかつ皆さんの要望の

方が膨れる。膨張するんですね。速度が早か

ったものですから、やむを得ず借金までして

何とかやろうとしたわけです。なぜ借金した

のかというと、これから先、収入が伸びてい

くだろうから、今これぐらい借りても後で返

すときはもっと楽だろう。今の規模で返すの

は大変だけども、大きくなった財政の中で返

すのは楽だろうから、多少増やしてもいいだ

ろう。本当に当てになる話かどうか分からな

いが、もしこけても政府が何とかしてくれる

だろうというようなところもあったんです。

事実、政府もそういうふうに言ってきたんで

すね。ちゃんと財源は確保するとか、合併の

ときの起債も政府がちゃんと責任持って面倒

見るとかいってきたんです。にもかかわらず、

「今の体たらくは何だ。」と私は政府に言いた

いっていうところすごくあるんです。しかし、
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政府だって「背に腹は変えられないんだ。無

いものはしょうがないでしょ。」っていう話で

すよね。要するに、自治体の行政は、これか

らお金がそれなりに潤沢にあるということは、

まず想定しない方がいいということになる。

そうすると、お金が潤沢にないということに

なると、じゃあ、少ないお金でどうするんだ、

という問題になるわけですね。そこで、選択

肢は、３つあります。 
１つは、お金が少なくなったんだから、サ

ービスを減らした方がいいというやつです。

職員の給料も減らして、職員の数も減らして、

とにかく、つじつまをあわせよう。これが今

政府がいっているプライマリーバランスを合

わせるというやり方ですね。つまり、入って

くるものに合わせて、出るものを縮めていっ

てしまおう。で、それができれば何とかなる

から、皆さん我慢して下さいね、というやり

方が一つです。これ一種、正しいように思い

ますよね。だって、「入を図って出を制す」っ

て言葉があるわけですから、昔から言われて

いることですよね。家計なんて正にそうです

よね。お父ちゃんが稼いできたものを、奥さ

んや子どもたちがクレジットカードなんかで

バンバン使いまくって、入ってくるものより

多くなって、いつかどこかで破綻する。今、

自己破産が増えているそうですが。アメリカ

なんてもっとひどいですね。アメリカはクレ

ジットカードをめちゃくちゃ使って、今、正

に、住宅バブルで破綻の状態です。そういう

やり方をしてはいけないから、プライマリー

バランス、つまり入るものと出るもののバラ

ンスを操作しよう。その為にはサービスを切

ってもしょうがない。仕事を減らしてもしょ

うがない。職員も給料を我慢してくれ。こう

いうやり方が一つです。これはイギリスの有

名なサッチャーさんという首相がいい出した

ことで、「福祉国家というのを頑張ってやって

きたが、これ以上はもちません。年金も、医

療も、鉄道も、このままではもたないので、

民間の人たちにやってもらいます。政府はで

きないんで、税金でやるの止めさせてくれ。」

と言ってやった改革が正にこの改革で、小泉

さんがやった対策とほとんど同じです。 
２つ目は、税金を増やすっていうやり方で

す。これは今、消費税の問題ですよね。サー

ビスを減らすわけにはいかない。あるいはサ

ービスを極端に減らすと国民が政治を見放し

てしまう。だから何とか入る方を増やしてい

こう。入る方を増やすといっても、まともな

税金で取ると抵抗がきついので、広く薄く取

ってしまおう、ということで、一番広く薄く

取れるのが消費税ということなんですね。「出

るものは出るんだから仕方がないじゃないか。

出るものを減らしたら皆さん嫌だっておっし

ゃってるんだから、じゃあ、広く薄く負担し

て下さいね。」ということで、入る方を増やし

て、なんとかつじつまが合いますよ、という

のが２つ目のやり方です。日本政府は、今ま

で出るものを減らして何とかいける、本当は

信じていなかったと思いますが、そういう理

屈でやってきたわけですね。いよいよ、化け

の皮がはがれて、そのままじゃ、まかりとお

るはずがないわけで、結局のところ、消費税

でやらざるを得ないということです。これは

もう今、見え見えです。ただし、これは、後

の世代がその負担に耐えられるのかっていう

問題があるんです。結局のところ、借金を増

やす代わりに負担を増やすということですか

ら、サービスは増えないわけです。北欧の福

祉国家は、なぜあれだけ税金が高くて済むの

かっていうと、サービスをきっちりとしてい

るから税金を払ってくれるわけですね。日本

の福祉サービスの水準は、北欧やヨーロッパ

の水準にはまだ届いておりません。そういう

意味では、それをやったら政治不信だけでは

なくて、若い人たちが働く気がなくなってく

る。これ、ものすごい停滞型社会になってき

ますよね。望みがなくなってくるわけですよ、

若い人たちは。それを競争型で、「頑張る人だ
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け儲かればいいじゃないか。」って規制緩和し

てしまうと、ホリエモンみたいな話が出てき

て、極少数のホリエモンと多数のニートが、

社会の頂点と底辺に溜まってきて、それで社

会がものすごく荒れてくるということになる

わけですよね。これもなかなかの問題です。 
第３の道は何なのか？これが、レジュメに

書いてあることなんですね。つまり、行政で

何かやるってことが前提になっているから、

そういう話になっちゃうわけです。そうでは

なく、行政に入ってくるものが小さくなる、

あるいは変わらない中で、社会で必要なサー

ビス、みんなが生きてくために必要なサービ

スを行政がやってるわけですから、それを勝

手に切っていっていいはずがないと思ったと

きに、何とか別の方法でそのサービスをする

方法はないのかってことですよね。これがい

わゆる協働って言われているものなんです。

つまり、今まで行政がやってきた。行政は行

政のやり方があります。給料の決め方だった

り、人事のやり方だったり。今はよく職員の

優遇とかいって批判されていますが、あれは

国家公務員の一部のキャリアとかそういうと

ころなんです。確かに自治体も昔はやってま

したが、最近は皆さんの目が光ってますから、

ずいぶんと改善されています。自治体は、職

員の数も５％をはるかに超えて減ってます、

確実に。財政支出もちゃんと削ってます。本

当に頑張っているんですが、にもかかわらず、

行政がやると構造的にコストが高くなってし

まうっていうことが実はあるんですね。それ

じゃぁ、財政が苦しいんだったら、どうして

も行政がしなくてはいけないこと、つまり、

強制力を持った許認可のようなところにでき

るだけ絞っていって、それ以外のところは、

行政の仕事ではなくて、社会の仕事にしよう

ということです。社会の仕事というと分かり

にくいんですが、最近はよく、コミュニティ

ビジネスとか、ソーシャルワークとか、ある

いはＮＰＯ・ＮＧＯであるとか、いろんなそ

ういうことがいわれていますね。ＮＰＯ・Ｎ

ＧＯっていうのは、よく誤解されているんで

すが、ボランティアではありません。例えば、

よく世界で活躍している国境なき医師団なん

ていうＮＧＯの人たちは、どうやって生きて

いるんだろうか？ＮＧＯに行くときには、ち

ゃんとそれなりのお手当て、最低限そこで生

きられるだけの経費をちゃんと払ってもらっ

ているんですよね。旅費も含めてです。全然

お金がなかったら、あの人たち動けるはずが

ありません。寄付だけでは絶対に行けないで

すよね。だから寄付も含めて行政の補助金や

政府・国連のお金、皆さんの善意とか、そう

いったものを社会全体から集めて、そういう

人たちが動けるような財源をつくって、それ

を社会に必要な仕事としてやってもらう、と

いうのがＮＰＯ・ＮＧＯの本来の姿なんです。

町内会や自治会でやってらっしゃるボランテ

ィアと全然意味が違うんですね。そこが実は

問題で、いわゆるＮＰＯや地域のビジネスと

いったときに、行政からそっちへ渡してしま

えば、「もうタダだよ。だから、どんどん渡し

てしまおう。」という風潮がすごくあるんです。

もちろん、そういう形でやっていただかねば

いけないわけで、そもそも地域がやんなきゃ

いけない仕事ってあるんですね。それを行政

がわざわざ税金を使ってやるっていうのは、

そもそもおかしいんです。そういう場合には、

地域にきっちりと落とした上で、それは地域

の皆さんが頑張ってやっていただくことにな

るんですが、これをタダでやってもらおうな

んて、そもそもとんでもない話なんです。な

ぜかっていうと、仕事ですから責任を持って

もらわないといけません。それから、持続的

っていいますか、いきなり、ある日突然、明

日から仕事ができなくなったからこれで終わ

りますなんて言われちゃ困りますよね。これ

は、みんなのための仕事ですから、一定程度、

専門的な知識を持つ必要がありますし、ちゃ

んとした研修を受けるなんてことも必要です
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よね。そういうことを考えると、タダ働きな

んてあり得ないし、お金がゼロでなんてあり

得ないんですよね。例えば、行政が今までや

ってきた仕事を、もう行政がやりきれないと

なった場合、必要なことは、行政が今までや

っていたコストでなくてもいいから、やっぱ

り地域の中で回っているお金を元にして、み

んなの努力と、寄付と、それから行政からの

それなりの補助金や財源、社会のための仕事

ですから、みんなの税金を使ってもいいはず

なんですよね。そういう形で活動がちゃんと

動けるようにして渡していく。それで、行政

の力と皆さんの地域における活動や仕事がド

ッキングして、行政サービス＋、社会的サー

ビス、つまり、社会のみんながかかわってみ

んなで支えていくサービスがプラスされてい

く。言ってみれば、単に税金っていう分母が

あるだけでなく、税金＋地域の力というよう

に、分母が増えて、大きな分母の中で社会の

サービスを支えていく。だから小さな政府、

要するに小さな財源しか持ってない政府であ

るけれども、大きな社会の中で大きなサービ

スが豊かに供給されるような、そういう社会

の仕組みをつくっていくというのが、第３の

道なんですね。「今イギリスのポンドが高いの

は、サッチャーさんのおかげだ。」って小泉さ

んなんか言ってるんですが、実はサッチャー

さん、すごく改革をやって不人気になっちゃ

ったんですよね。要するに経済格差が出て

人々の生活がすごく苦しくなるし、町は荒れ

てくるし。そこで、イギリスの場合は労働党

のブレアさんって首相が出てきました。ブレ

アさんは、「確かにお金をジャブジャブ使うよ

うな政府であったらいかん。だから、サッチ

ャーさんのいったことは正しいし、効率的で

しっかりした政府をつくんなきゃいけない。

けれども、それだけでやったら、世の中が荒

れすさんでしまって社会がもたなくなってし

まう。だから政府と国民が協力し合って社会

に必要なサービスをきちっとみんなで守って

いくような仕組みをつくろう。」ということや

ったんですね。いわゆるパートナーシップと

か、第３の道とかいわれているやり方です。

正に第３の道、３つ目の方法なんですよね。

私は別にイギリスのやったことをそのままや

れといってるわけじゃありません。つまり、

小さな政府、つまり分母が小さくなってしま

うけれども、社会の力ってものが加わると、

大きな分母ができるってことは間違いないこ

とですよね。だからその大きな分母の中で、

社会のサービスをもっと豊かにしていくとい

う発想をやらなきゃいけないんですよ。これ

を言葉でまとめてしまうと、行政指導から協

働へとなるわけです。つまり、行政が頑張っ

て汗かいて、とにかく少ない財源で何とかや

るが、やり切れないので、やっぱり切ってい

く。こういうことではなくて、行政の力と皆

さんの力を合わせた形で、うまく組み合わせ

ていい社会を、いいサービスを豊かにつくっ

ていくというやり方をしなきゃいけないんで

す。これが２つ目の問題ですね。要するに行

政は非常に苦しくなる。住民の皆さんがそれ

をただ単に傍観してるんではなくて、じゃあ、

行政と一緒に我々が、社会のみんなのための

サービスを仕事としてやっていこうじゃない

か、ということですね。このところをつくっ

ていくということが重要になってきた社会に

なっているということです。これが２つ目の

問題ですね。 
 
地球環境問題の深刻化           

３つ目は、なかなか深刻な問題でして、こ

れもやっぱり、地域だけではどうしようもな

いっていう問題に見えるわけです。地球環境

問題です。要するに地球の空気自体が、もう

炭酸ガスがすごく多くなってきて、気温がど

んどん上がっていく。今まであった地球の気

候がまったく変わってしまう。最悪のケース、

この 50年間で 6.4度も温度が上がってしま
うっていう計算が出ています。我々が一生懸



 11 

命努力して、今から 10 年後に今の炭酸ガス
と同じ量しか排出しないという努力をしても、

やっぱり最低２度は上がってしまう。つまり、

今のままでそれ以上に絶対増やさないという

ことやったとしても、２度は上がってしまう

という状況ですよね。最近台風がものすごく

強くなってきたっていわれています。私が中

国のあのタクラマカン砂漠に行ったときに非

常におもしろかったんですが、孫悟空の西遊

記に出てくる火炎山っていう山がありますよ

ね。一つの山じゃなくて山脈なんですが、な

ぜ火炎山ていうのかというと、真っ赤かなん

だそうです。行ったときにガイドさんが申し

訳なさそうに、「実は火炎山は火炎山でなくな

ってしまいました。」っていうわけですよね。

「あのう、どうして？」って聞いたら、「数年

前にものすごい砂嵐があって、砂が町中を問

わず、その地域一体に数十センチ積もってし

まった。当然、火炎山も覆いつくしてしまっ

て、火炎山の色が変わってしまった。」って言

うんですね。これ、たぶん歴史上初めてだと

思います。火炎山っていうのは、あの孫悟空

の西遊記、つまり玄奘三蔵の時代から火炎山

だったわけです。真っ赤かな山だったわけで

すね。それが、今行くと分かりますが、確か

に薄汚れています。こんなことは、たぶんな

かったはずですよ。地球の環境が本当に直接

的に影響しているのか分かりませんが、風が

ものすごく強くなってるということですよね。

もう一つ例でいいますと、中国の黄砂という

問題があります。年々ひどくなっているって

いうのは、私、実感しています。北京へ行っ

てもそうですし、日本に降ってくる黄砂もひ

どくなっていますよね。私は、黄砂の元にな

っている黄土高原というところに行って、農

村の地域振興のプロジェクト・研究をやって

いるんですが、その辺りですね、10～11 年
前に行ったときは、赤茶けた砂漠みたいなと

ころで、わずかに緑をつくって農耕をやって

いるところだったんです。それが、10 年前

と比較してみると、もう様変わりです。緑滴

る、緑豊かな、一面が緑の、すばらしい景観

なっているわけですよ。よく「中国政府が環

境問題に熱心じゃない。」って日本の一部でい

われていますが、そんなこと全然ありません。

ものすごい真剣にやっています。特に、中国

政府がそうであると同時に、中国の省政府よ

りももっとちっちゃい単位で、ものすごく熱

心に取り組んでいて、農民の皆さんと一緒に、

「環境が良くなければ、農業ができない。」と

いうことで、はっきりとした目的を持って緑

化をやっているところもあるんです。そうい

うところに行くと、緑が増えてます。黄砂の

原因になっている地域は、内モンゴルと黄土

高原なんですね。その辺り、私、今回砂漠地

帯を巡りながら見てきたんですが、緑が増え

てるわけです。これ不思議なほど増えてます。

それは、中国政府がものすごい大英断をやっ

て、羊の放牧を一切禁止してしまったんです。

これは、回教徒にとっては大変なことなんで

すよね。回教徒が主に食べる肉は羊なのに、

その放牧を全部禁止してしまったんです。な

ぜかというと、羊が砂漠の草をどんどん食べ

てしまうために、砂漠化が進行するというの

が理由です。その結果、今回行ったときは、

ゴビ砂漠なんていうのは、かなりの部分が緑

一面です。草がちゃんと生えてきてるんです

よね。政府の統計とかでいうと草地面積って

いうんですが、圧倒的に増えてるんですね。

ところが、国連の統計や人工衛星のデータか

らみると砂漠化が止っていなくって、砂嵐が

ひどくなってる。これ、不思議なんですね。

緑地、つまり草で覆われた地域が増えている

のに、なぜ黄砂がひどくなっているんだろ

う？向こうの人たちといろいろ議論したんで

すが、その結果、一つ納得できそうな話とい

うのがありました。それは、風が強くなった

んじゃないかっていう意見なんですね。確か

に緑は増えているけど、風が強くなったため

に砂を巻き上げる量が増えて、緑が増えてい
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るにもかかわらず黄砂がひどくなっている可

能性が高いんじゃないか、ということを向こ

うの人たちと議論してきたわけです。結局、

温暖化の影響ではないかということです。つ

まり、温暖化っていうのは、暑いところと寒

いところの気温の差が出てきて、特に北極地

方がどんどん問題なっていますが、いろんな

問題が起きています。海水温度が上がると、

台風が強烈になってくると思います。そうい

う影響が黄砂にも出ているんじゃないかとい

うことなんですよ。ですから、我々は、思っ

たより早く地球温暖化の影響を気候なんかの

面で体験・経験しつつあるのではないかとい

うことです。これは中々大変なことになると

実感してるところなんですね。これは、「気候

変動に関する政府間パネル」っていう地球温

暖化に関する科学的な研究を行う機関がある

んですが、そこで昨年初めて、人為的な炭酸

ガスやその他メタンガス、つまり人が出した

温暖化ガスによって地球の温暖化が今進んで

いるんだ、ということが科学的に確証された

という結論に達したんですね。実は今までは、

そういわれていたが科学的に実証されていな

かったわけで、あるいはそれを国家が認めて

いなかったんですが、昨年初めて明確に科学

的に実証されたということになったわけです。

それだけならまだしも、同時平行的に資源、

例えば、石油資源や食料資源といったものの

枯渇問題があるわけです。人口が増えるだけ

ではなく、食べるものの質が変わってくる。

中国は今、牛肉の消費がものすごく増えてい

るんです。牛肉なんてほとんど食べず、豚肉

だったんです、昔は。今は、結構グルメにな

ってきて牛肉を食べるようになってきた。だ

から中国は穀物の輸入国になってしまったん

ですね。生活水準が上がってくると、日本の

ようなグルメってわけにいきませんが、やっ

ぱり変わってくるんですね。それが地球の資

源問題や食料問題に直接的に響いてきている

っていう現状があります。地球の資源は限ら

れていますので、非常に枯渇してくるという

ことです。また、高度な産業社会っていうの

は、エネルギーも圧倒的に使うわけですね。

資源とエネルギーと温暖化という３つの面か

らみて、実は地球っていうのは、もう私たち

の人類には狭くなりすぎてしまったんじゃな

いのか。つまり今までは、地球ってのは、空

気は空気であって、人間がそんなに気にしな

くてもちゃんと空気は吸えるし、水もそうだ

という世界があったんです。しかし今や、水

も空気も私たちが大事な物として守っていか

ないと、我々人類は生きられないという世界

なんです。「水や空気のように意識しないで。」

ってよく言いますね。夫婦で相手のパートナ

ーのことを「空気のような存在だ。」なんて言

いますが、今やその空気は、実は気にしなけ

ればいけない存在になってきたっていう、ど

っかの夫婦と似てるっていう感じもあるんで

すが、そういう状況になってきたわけですね。

今までなぜ、資本主義で福祉国家が上手くい

ったかというと、これは産業活動が常に新し

い物を生み出して、それをどんどん拡大して

いって、それをどんどん消費して、経済が拡

大してきたわけですよね。経済が拡大すると

税金も増えます。税金が増えたので、皆さん

の所得税と企業から上がってくる事業税、そ

ういうものを合わせて福祉のための年金財源

や医療財源なんかができてきたわけですね。

ところがこれから、もうこれ以上炭酸ガスを

出しちゃいけないって話になっていますよね。

実行できるかは別ですが、出したらもうアウ

トだとなっています。それから、資源のこと

ですが、1972 年のローマ会議で、2000 何
年かに石油が枯渇してしまうっていって、実

際には延びたんですが、基本的に石油エネル

ギーは限界があって、そんなに遠くない将来、

完全に枯渇するということはまったくそのと

おりです。だから今、それを見越して、石油

の値段が投機的に上がってしまう、すぐ上が

りやすくなっている、と正にそういうことで
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すよね。それから穀物価格もそうです。エネ

ルギー問題がそういうことなので、穀物をエ

ネルギーに廻そうと思うと、たちまち食料の

問題になってくる。つまり、地球のあらゆる

ものが、もはや我々人類を支えきれるのか？

もうこれ以上大きくしたら、地球そのものが

アウトになるよということなんです。という

ことは、拡大再生産、あるいは、モノがどん

どん豊かになっていくことが前提ではなくな

ってしまったんですよね。そうすると、よく

言われていることですが、「じゃあ、どうした

らいいの？」ということです。これは正に、

さっき言った「入るを図って出を制す。」しか

ないわけですね。だって、地球はもう本当に、

物理的に限界です。お金と違うんですね。お

金は増やすことができますが、地球を２個つ

くるわけにいきませんし、太陽から来る光も

2 倍に増やすことはできないわけですよね。
そしたら、本当に“入る”を図って、あるい

は“ある”を図って出を制す、しかない。こ

れを今の言葉で言うと、持続型社会とか持続

型発展とか、あるいは持続型開発とかいうい

い方をするわけですね、つまり、現に存在す

るもので我々は何とかやりくりしていきまし

ょう、ということになるわけです。これは、

今まで私たちは将来より豊かになる、頑張れ

ば豊かになるんだから頑張りましょう。その

ために消費することはいいことで、それそこ

商品券とかではありませんが、「皆さん、お金

配るからどうぞ使って下さい。」とやってきた

ことはもうダメになるわけですね。できない

わけです。そうすると、私たちは今まで、幸

せになることはより豊かになることだと思っ

てきたんです。その豊かっていうのは、物と

かお金とかが豊かになれば、お医者さんにも

かかれるし、病気になったら薬も買える、あ

るいは生活を豊かにするためにレジャーもで

きるし、という形です。まずお金でその次に

物という形できたわけですね。でももう、そ

うではありませんよ、となったとき、じゃあ、

私たちは何を希望として、支えとして、私た

ちが本当に大事なものとして何を求めていっ

たらいいんだろうかということ、これ非常に

大きな問題ですね。人類が地球上に現れてか

ら今まで、より豊かになり、より楽になるっ

てことを目指してきたわけですよ。だから、

いろんな技術を開発したり、農業をつくって

きたりしました。でもそれはもう、完全に行

き止まりになっちゃった。じゃあ、私たちは

何を求めていったらいいのかっていうことな

んですね。これはすごく問題です。今までは、

地方自治体も含めて、「皆さんの生活をより豊

かにしていきます。皆さんもっともっと楽に

生活できるように安全で安心でいけるように

サービスを高めていきます。」といってきたわ

けですね。でもそれは地球全体の構造からし

て、全体としてはもうできない。「じゃあ、こ

の町だけ頑張って、そういうふうにすればい

い。」なんて、みんながそういうふうにいった

らどうなるの？っていう問題があるんですね。

だとしたら私たちは、限界がある私たちの生

き方ってものを前提として、地域の生活を組

み直していかないといけないということなん

です。 
とすると、物やお金だけでは豊かになれな

いということが明らかになったとき、今の社

会で一番何が求められているのか？もう答え

出てますよね。要するに、安心・安全ってい

っているわけです。安らかに人々とつながっ

て、自分が社会の中で本当に人から見守られ

るという相互の関係を築いていって、その中

で、自分一人が頑張って生きなくても、みん

なでそれなりに豊かな生活を分け合いながら

生きてくことが一番いいんじゃないかってい

うことです。これ、若い人から見ると、何か

すごく、「いやあ、なんかそれだけでは」って

いうのがあると思うんです。基本的にはそう

なんですが、例えば今まで、さんまをスーパ

ーマーケットで買ってきてガスで焼いて、お

醤油ぶっかけて、しかも核家族ですから 1人
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でショボショボ食べていたとします。同じ一

匹 150円のさんまを、お庭があるかどうか別
として、ちょっとした空間があって、ご近所

の皆さんと一緒に、さんま焼きパーティやり

ましょうということで、コンロ持ち出してガ

ンガン火炊いて、大根おろしをみんなですっ

てガアーと熱く。ビールでも一杯飲みながら

食べる。これ、ものすごく美味しいってこと

になるんですよね。だから同じ一匹の150円
のさんまが違うものになる。違う価値を持っ

てくるってことあるんですよね。これは非常

に単純な話なんですが、自分たちが何かつく

り出していく。あるいは、今までなかったも

のをやっていく。あるいは、今までこんなも

のだと思っていたものが違う目で見えるって

ことですね。つまり、物の量やお金は増えな

いんだけども、実は見方が違ってくることに

よって、あるいは接し方が違うことによって、

宝物になってくるってことがあるわけですね。

たぶん、安心・安全の地域づくりとかいうの

は、そういうような意味があるんだと思うん

ですね。だから、私たちの幸せは、物とかお

金はもうそろそろ一定程度いいんじゃないか

って思いはじめると、それよりも、本当に嬉

しいとか、素晴らしいとか、生きてて良かっ

たとか、そういうふうに思えるような社会を

つくっていく。これが結局のところ、炭酸ガ

スの排出量を減らすことになるわけです。あ

るいは、もう少しみんなの思いやりの心が出

てきますから、福祉で、行政がヘルパーさん

をたくさん雇ってやっていたことを、みんな

で一緒にさんまを食べましょう、って言うこ

とでも、ずいぶん違っちゃうかもしれません

よね。そういうことで社会のコストを下げて

いったりと、いろんな効果があるわけですよ。

世の中そんなに単純なことではありませんの

で、ごく単純化していってるんですが、それ

を複雑に組み合わせることも実はできるんで

す。まあ、地球環境問題が深刻化するという

ことを、私たちのライフスタイル、生き方で

受け止めるということで、より豊かな物やお

金ではなく、質の豊かさを本当に追求すると

いうことが出てくるんだろうと思うんです。

そうしなければ、地球環境、あるいは地球環

境問題っていうものを、世界はクリアできま

せん。そして、私たちもその中で、例えば水

が汚れ、空気が汚れ、生活領域が減って、食

べ物もまともな物が食べられないというよう

な状況に追い込まれるという可能性が十分あ

るっていうことですね。あまり悲観的なこと

を言ったらいけませんが。まちづくりにおい

ても、一つ一つのまちが、あるいは私たち一

人一人が、こういうことに参加できるという

のが大切だろうということです。一人一人が

できることは小さいですし、一つの町ができ

ることには限界があります。でも、それがつ

ながってくれば、ものすごく大きな力になり

ますので、私たち自身が環境問題に取り組む

っていうことが非常に重要なことだと思うん

ですね。 
 
求められる新たな地域産業の形成      

もう一つは、「じゃあ、お金はどうするの？」

となるわけです。「我慢して、とにかく粛々や

ればいいじゃないか。」というのもつまんない

面もあって、何か先が見えちゃってる。「どう

せ努力したって限界が見えちゃってるんだか

ら、そこそこやってればいいんちゃうの？」

みたいなことで、社会の活力がなくなってく

るということですね。特に若い人たちにとっ

ては、やっぱりチャレンジということはすご

く大事ですよね。だから、「我慢しろ。」とい

う話だけでは若い人たちは生きていかれんと

私、思います。私なんかもそうですが、特に

若い人たちは将来に対して不安があるんです

よね。「自分はどういう人間として生きられる

んだろうか？果たして本当に一人の社会人と

して、足を地に付けて胸を張って生きていけ

るんだろうか？それにはどうしたらいいんだ

ろうか？」ってみんな不安に思いますよね。
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そこで、若い人たちのことを思うと、何かチ

ャレンジして、自分がこれをつくったとか、

自分がこういうことをやったということで社

会が変わったとか、私もそれで成長できたと

か、そういうその機会を持つということは、

すごく大事なことです。「じゃあ、ボランティ

アワークはどう？」なんて言う人がいるんで

すよね。つまり、「他の人のためになる仕事を

やればいいんじゃないの？」と言う人がいま

す。これ、すごく崇高なお話で、とっても良

い事だと思います。でも、私がスウェーデン

に行ったとき、老人と話したことが忘れられ

ないんですよね。私がスウェーデンに行った

のは、十何年前。つまり、まだ少し景気があ

ったかいころだったんですが、すごく福祉が

発達しているわけです。だから、はっきり言

って至れり尽くせりです。それで、高齢者は

何をしてもいいんです。時間もあるし、お金

もありますから。で、どうしているか？みん

なパブに行って、お酒飲んでるわけですね。

そういう人ばっかりじゃありませんよ。でも

そういう人がすごく多いんです。 
私も福祉国家というものにすごく関心があ

ったので、高齢者自身がどういうふうに生活

しているのだろう？ということに興味があり

ました。書物を読むと「スウェーデンの高齢

者はすごく幸せだ。」とよく書いてあるんです

ね。確かに施設を見たり活動を見たりすると

幸せそうに見えます。で、ストックホルムの

まちでパブに入ったとき、結構お年寄りが多

くて私に話しかけてくるんです。「あんた、外

国人だが、英語が喋れるか？」と聞いてくる

ので、「ちょっとは喋れます。」と言うと、彼

は「淋しい。」って言うんですよ。「スウェー

デンはいったいどうなってしまったんだろう。

福祉、福祉といって確かに豊かになった。で

もファミリーがなくなってしまった。」って言

うんです。もちろん、女性の自立とか、そう

いういろんな社会的な理由もあっての話です

が、「家族という単位がなくなってしまった。」

と。「自分が帰るべき家、ファミリーがない。

家という形があっても、ファミリーがない。

自分の生きてきた歴史が、すごくむなしく感

じてしまう。」と。私、ヨーロッパ人というの

は、孤独に耐えられる人たちだと思っていた

んですが、意外とそうでないなというのがあ

るんですね。やっぱり孤独は孤独なんです。

で、もう一つ彼が言ったことなんですが、そ

の人の理解が本当に正確だったかは別として、

「60 歳の定年後、給料を取る仕事を原則や
ってはいけないことになっている。それは、

若い人たちに職場を与えるためで、税金を払

ってもらって、きちっと福祉社会をまわして

いくためだ。ボランティアワークはやっても

良いことになっているが、ボランティアワー

クってむなしい。」と言うんですね。なぜかと

言うと、「お金を稼げるとか、そういうことじ

ゃなく、自分が働いたこと、あるいは汗をか

いたことに対して、きちっとお金を社会が払

ってくれるというかたちで認めて欲しい。」と

言うんですね。自分が働いたことを社会が黙

って認めてくれる。あなた立派ですね。表彰

状あげましょうといった話じゃなくて、「ちゃ

んと自分は社会の役に立っているんだ、とい

う実感が持てない。」と言うんですね。だから

すごくむなしいって言ってましたね。ボラン

ティアワークっていうのは、日本では無償の

奉仕だといってます。確かにボランティアワ

ークで生き生きとやる人たちもいます。そう

いう人たちは、すごく頑張ってほしいし、そ

の人たちに難癖つけるつもりはまったくあり

ません。そういうことではなく、じゃあ、み

んながそれをできるのか、という問題なんで

す。やっぱり、若い人たちが自立するという

ことは、自分の仕事、自分が汗をかいたこと

で、自分で生活できる。これが基本ですよね。

それが社会的自立だ、と今の若い人は思って

いるわけです。それをボランティアワークで、

働いたことに対する対価というかたちじゃな

く、そこそこ何か別のかたちで生活を保障す



 16 

るから、これはこれでボランティアでやって

くださいねっていうことで済むんだろうかと

いう問題があるんですね。ですから今、ＮＰ

Ｏの人たちは、むしろ事業をやろうとしてい

るんですね。事業をやって、ちゃんと正当な

お金を払って頂いて、それを自分たちで勝手

に分配してしまうのではなく、もし余りが出

たら、もっと社会のために使おう。財源とし

て使っていこう。だから仕事としてやって、

それでお金を頂くのは決して悪いことじゃな

いし、そこで給料をもらうのはむしろ当然で、

ご飯を食べて、初めて自分の生活が安定して、

そして他の人のために思いきって仕事ができ

る。こういうことでなければいけないんじゃ

ないかと言うことなんです。これ正しいです

よ。そういう意味では、仕事、あるいは自分

の生活が成り立っていくような雇用ですね。

日本ではよく仕事を雇用っていっちゃうんで

すね。雇われる。でも本当はそうではなくて、

自分で仕事をやっていくのが基本ですよね。

その中には雇われるということがあっても良

いということなんですね。日本で一番欠けて

いるのは、やっぱり大企業中心で、企業中心

社会ですから勤めるということが先になっち

ゃっている。でもそうじゃなくて、これから

は企業がどんどん伸びていくことなんてあり

ませんから、やっぱり自分なりの能力を発揮

して、例えば、小さなビジネスを立ち上げる

ということですね、それがまちの人たちのた

めに役に立ちながら自分が生活できるとかで

すね、特に農業なんてのはそういう要素がす

ごく大きいわけですよね。そういうところに

若い人たちがチャレンジするような新しい産

業政策です。つまり、大企業を呼び込んでく

るというのも大事なことかもしれません。で

も、これからそんなことがしょっちゅう起こ

るわけがないし、特に大企業もどんどん集約

化してますよね。だから、来るときにはドカ

ーンと大きいけれども、ほとんど来てくれな

いというのが現実です。ですから、中小企業

であるとか、あるいは自分たちのまちの中で

新しいコミュニティビジネスであるとか、若

い人がチャレンジしていくっていう仕組みが

やっぱり必要なんですね。そういうことによ

って、若い人たちがそこで定着して生きてい

ける。しかも自分がやったことが社会に具体

的な形で役に立っていることが見えるってい

うのが産業のあり方ですよね。 
要するに、地球環境問題があって、これか

らその企業全体が伸びていく様子が非常に小

さいとしたら、まず思想を変える必要がある。

思想を変えるためには、物をつくる産業から

質を良くしていく産業・ビジネスってことに

なりますね。これ新しいビジネスチャンスな

んです。だから、そういう新しいビジネスチ

ャンスをきちっと踏まえて、若い人や地域の

人たちが新しいビジネスを立ち上げて、新し

い持続可能な社会や、もっと質のいい社会、

人々が安心できる社会をつくってくためのい

ろんな仕事をつくり出していく。人が機能す

る社会、量的拡大ではなくて、産業の中身の

変化ですね。そういうものをつくり出してい

くことがたぶん必要だろうと思います。そう

いう意味では、地域社会の新しい産業政策を

持つ必要があるんです。今までは例えば、工

業団地をつくるとすると、国が大きな枠組み

をつくって、それを都道府県が何とかモデル

地域とかいった感じで国の補助を受けてやっ

て、それを自治体が周辺整備やいろんな努力

をして企業を呼び込むというかたちでやって

きたんですね。そうではなく、例えば、環境

問題に対応するように、新しいビジネスを立

ち上げるとか、レジュメに書いてありますＱ

ＯＬ産業、これはQuality Of Lifeの略です
が、物をつくって拡大するんじゃなく、生活

の質を変えてくという産業だったり、市民が

自分たちの持ってる能力を持ち寄って、それ

を組み合わせてみんなのための仕事、つまり

コミュニティビジネスをするとか、そういう

ことですね。今は評判悪いんですが、例えば
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介護保険なんかも、実は上手くするとそうい

うビジネスの対称になるんですね。単に労賃

とかですね、経営のことを考えるとあまりに

安すぎるっていいますけど、やっぱり工夫が

ないと思うんですね。そういうものを、産業

としてどういうふうに、いろんなことを組み

合わせてやるかって考えれば、もっといろん

な展開ができるはずなんです。それは正に、

地域の人たちが利用する、必要としてるニー

ズですから、そういうものに応えている産業

ってのは、それができるはずなんですね。で

すから、やっぱり地域の産業政策をもう少し、

きめ細かなものにしていって、若い人たちが

チャレンジできる、あるいは地域の人たちが

チャレンジできる、あるいは定年退職した地

域の人たちが、みんなで能力を持ち寄って、

小さな仕事を立ち上げて、というような形を

つくる必要があるということです。 
そこで、今、４つ挙げました。これ実は、

地域の問題というよりは、本当は国全体の問

題なんですね。だけども、「国全体の問題だか

ら、国に何とかしてもらおう。」とか、「国は

何をやってるんだ。こんなことをしろ。」とい

う話じゃ済まないんですよ、もう。国に力が

あるときは別です。でも、もはや国に力はな

いんです。そんなことは無理なんです。だと

したら、「私たちは地域でどうするの？私達自

身がどうするの？」というところにもう少し

きめ細かく、私たち自身が腹を据えて取り組

んでいく以外ないだろうというふうに思うわ

けですね。そう考えていくと、世界全体の問

題や日本の置かれている現状という問題では

ありますが、それを私たち自身の問題、私た

ち地域の問題に読み替えて、それをテーマと

して地域づくりをやってくということです。

大いにあり得るってことなんですね。21 世
紀を取り巻く環境といいましたが、あえてそ

こについて時間をかけて話をさせて頂いたの

は、要するに、政治家が皆さんのとこ行って

祝辞なんか言うじゃないですか。近年、少子

高齢化で、非常に厳しい状態にありますとか、

財政状況厳しいとか、それ枕詞に使いますよ

ね。あれ、枕詞で終っちゃってるわけです。

どうやって私たちはそれを受け止めて、ここ

で何をやったらいいのかってことの提案はし

てくれないわけです。そういう政治家は困っ

たもんですね。私は、この町の政治家のみな

さんが、そうじゃないことを祈っております

し、そうでないだろうと期待します。要する

に、議員さんや首長さん、それと行政職員の

皆さん、こういう人たちがいろんな情報を持

って、今までいろんなことで汗かいてきたわ

けですね。そういう能力をもっていらっしゃ

る。そういう能力と、私たち自身が地域の中

で持っている情報や力、知恵なんかを合わせ

て、この私たちを取り巻く環境を、ご題目や

枕詞に終らせないよう、私たちの生活や地域

に即して、総合計画を考えるときに問題を設

定していくと大変違うのではないかなと思う

わけです。そういうことで、あえて少し時間

を長めに取らせて頂きましたが、総合計画を

つくるときに、どういう視点で、何を基礎に

して私たちは考えていくのか、ということで、

非常に大事なんですね。今までは行政指導で

きましたから、どうしても国の政策がこうで、

国がこういう方向で政策をうったので、それ

を我々はこういうふうに向けて、こういうま

ちづくりをしますと、いうことが半分ぐらい

入っているわけですよ。でも、もうそういう

時代じゃない。正に、皆さんが参加される、

あるいは皆さんが主体となる総合計画は、大

変、意味があるということなんですね。それ

だけに、岸和田の行政や市民の皆さんの力に

期待するところは、随分大きいんだろうとこ

ういうふうに思っているわけです。 
 
 
 
総合計画の制度はどうしてできたのか    

ずいぶん時間がきちゃいましたが、後は、
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総合計画について少し具体的にお話させて頂

きたいと思います。総合計画というのは、市

民の方で、知っていらっしゃる方は知ってる、

知らない方はまったく知らないというような

感じがあると思うんですね。本当に知ってい

る方は良く知っていると思います。だから説

明するまでもないというふうに思われること

もありますが、一応おさらいですから、ここ

ではちょっと総合計画について、基本的なこ

とをお話しておきたいと思います。 
まず、総合計画とはどういうものかという

ことですね。これは地方自治法という法律の

中の第２条に規定されているんですが、要す

るに、まちが、みなさんの税金を基にしてい

ろんな地域づくりをするときに、勝手にやっ

ちゃいけませんよ。きちっと計画をつくった

上で、段階を踏んで、皆さんの目に見えるか

たちで、そして議会の承認を得たかたちで、

間違いなく伝えるように計画をつくり、それ

を実行していきなさいっていうことです。そ

ういう計画を、まちづくり全体の計画ですか

ら総合計画というふうに言ってます。 
具体的には、この 10 年間これから我々は
どういう目標に向かってまちづくりしていこ

うかっていう基本構想。じゃあ具体的にどう

いうふうな政策・事業として、大きく分ける

とこんな仕事をやろうじゃありませんかとい

う基本計画。さらに、3年間ぐらいの期間で、
例えばこの道路どういうふうにつくりましょ

うとか、この商店街の振興をどうしましょう

とかという具体的な事業についての実施計画。

この3つの計画で組み立てられているのが一
般的です。そこで、なぜ、そういう話になっ

たのかというと、実は最初、総合計画ってあ

りませんでした。そもそも、地方自治の中に

はこういうものはなかったんですね。これが

入ってきたのは、高度経済成長の後半ぐらい

です。つまり国が、高度経済成長のときに農

村から大量に人を移動させて工業都市や工業

地帯をつくったりしました。今の中国と一緒

ですね。たぶん岸和田もそういう人たちが大

量に入ってきてると思うんですよね。ものす

ごい人口移動だったわけですよ。人口移動す

るってことは、その町が必要としている道路

や学校とか、いろんなものが変わってくる。

あるいは、工場を誘致するためには、水はど

うするとか、輸送をどうするとか、いろんな

問題がありますね。そういうものをどんどん

やってく上で、実は自治体が非常にまずいこ

と、いわゆるスプロール現象になったわけで

す。業者が土地を買って家を建てるんですが、

細い道路しかなくってバスも通れないし、消

防車が入っていけないなんていう、いろんな

問題が起きてくるわけです。そこで、無計画

で将来にいい町ができない状態じゃ困るとい

うことで、国は 10 年間ぐらいの単位で、国
の産業をどういうふうにつくっていこうとか、

骨格はこうで、どういう地域にどういう人を

集めて、どういう工場や工業をつくっていく

かという国土総合開発計画っていうのをつく

りました。国は計画はつくりますが、これを

具体的にやるのは自治体なんですね。団地の

造成とか、あるいは道路なんかも国道以外は

ほとんど自治体がやるしかないんですよね。

だから、国の 10 年単位の計画を受けて、都
道府県はじゃあどういうような地域づくりを

する計画するんですが、これは都道府県の総

合計画っていうことになるんです。で、それ

をさらに受けて、何々小学校をつくりますよ

とかいう話になってくると、当然、市町村の

話になってきます。住宅はどういうふうにつ

くってくのとかですね。それで、市町村もち

ゃんとそれに従って、府県や国と調整しなが

ら、国の計画に合ったような計画的なまちづ

くりをしましょうっていうことですね。つま

り、総合計画っていうのは、そもそも 10 年
単位の国の総合的な開発計画が一番根幹にな

って、それがきちっと地域でも同じ方向で進

むように、国がコントロールするってことを

前提にしてつくられたものなんですね。だか
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ら私、市長やったとき、しょっちゅう県と協

議させられるわけです。要するに、この計画

は、県の計画と合っていますかってことをや

らされるわけですよ。県の方は、また国とや

らされるわけです。これは明らかに国の計画

に合せられているということですね。制度自

体はそうなんですが、でも、せっかくつくる

んだから、歴史的にはこういうような資源が

あって、でこういう人たちが住んでいて、こ

れからこういう可能性があるというようなこ

とをきちっと整理した上で、国や県の計画と

地域の持っているものをうまく合わせて、こ

のまちをより良くしていくということで、総

合計画が法律の中に組み込まれているんです。

ですから、総合計画は本来、国の計画が根幹

になってるという性格があるわけですが、だ

んだん自治体も慣れてきて、「国の言うとおり

にやったってしょうがないじゃないか。」って

いうのが出てくるわけですね。やっぱりこの

まちの独自の計画をつくっていかなきゃいけ

ないという風潮がだんだん出てきて、最近は

総合計画といっても、「県はどういう計画です

か？」なんて聞くようなことは、もう本当に

恥かしいっていう状態になってるわけです。

道路を最終的にどこで合わせますかなんて話

は今もしてますが、まちづくりの基本になる

総合計画をどうしますかなんていうのを県や

何かに教えてもらいながらなんてとこは、ほ

とんどないですよね。そういう意味では、今、

総合計画というのは、まちづくりの計画だと

いう形で定着しているといってもいい。でも

やはり、昔ながらの国の計画からの流れって

のは残ってます。でも国の方も変わってきち

ゃて、『「国がこういうふうにやるから、地方

もこういうふうにやりなさい。」ということは

もうないですよ。』とはっきり国が言ってます

から、昔とは様変わりしていますが、元々は

そういうものだったんですね。 
 

基本的に計画的で安定した地域づくりの基盤   

そこで行政は、総合計画をつくるのは法律

の義務なんだということで、3 年ぐらい前か
ら大掛かりに準備を始めて、お役所の部局の

意見や知恵を集め、それから市民のみなさん

の意見を、意識調査なんて方法で集めて、そ

して、大体コンサルタント会社にお願いして、

かなりかっこのいいものにまとめ上げる。で

きあがると安心して、あとは「総合計画、あ

ります。」という話になるわけですね。そうい

うところが今でも結構多いですね。それは、

やらされているからなんですね。法律がある

ので、仕方がないからやってるという感じが

強いです。だから、10 年に 1 回、お祭りみ
たいにやるもんだ、というのが結構あります

ので、壮大な無駄をしてるわけですよ、本当

はね。でも、本来は、10 年単位で本当に計
画的に、しかも議会や市民の皆さんの意見を

きちっと踏まえた上で、みんなでまちづくり

を一緒に協力しながらやっていくことができ

るようにしていくと、そういうことなんです

ね。日本の場合、国は議員内閣制を取ってい

ますので国会で選ばれた首相が内閣をつくっ

ていますが、地方自治体はアメリカの大統領

と同じように、市長さんと議員さんをともに

市民が直接選ぶ二元代表制ですよね。だから

市長さんは、市民の代表ですので、自分で議

会の意見を聞かないで総合計画をつくること

ができちゃうんです。でも総合計画はあえて

議会の承認が必要だとなっています。それは、

もう一つの市民の代表である議会の意見と違

うものをつくったら、ものすごく市政が混乱

するからなんです。もちろん、市民の皆さん

も混乱する。計画に基づいて予算要求を出し

たのに、議会で否決されちゃうなんてことが

しょっちゅう起きていたら、まちは混乱する

ばかりです。国のように、与党・野党があれ

ば、基本的に与党が多数なので、与党から選

ばれた首長さんがもしいるなら、それは議会

で提案しても基本的には通るということで問

題はないんです。しかし、自治体は二元代表
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制、つまり、市長と議会は別々に選ばれてい

ますから、与党・野党がないっていうことが

前提で、首長さんが出した案がほとんど通る

ということはないんですね、本当は。ですか

ら、特に総合計画は根幹的な計画なので、あ

らかじめ議会に提案をして、「議会が認めまし

た。認めた以上は反対できないよ。そのかわ

り議会が約束したんだから、首長の方も勝手

に変えることはできませんよ。」というかたち

をつくって、まちづくりを安定的に進めると

いう仕掛けをつくったのが総合計画というわ

けです。そういう意味でこの計画は、行政の

やるすべての仕事を、しかも 10 年単位ぐら
いでカバーして、まちづくりの総体を示すと

いうものになっているわけです。ですから、

今までの行政の中で、おそらくいろんな計画

や条例というルールがあるんですが、一番大

事なものはたぶんこの総合計画です。今でも

そうだと思います。ちゃんと使っているかど

うかは別として、本当の意味で一番大事なも

のは総合計画です。総合計画に基づいて、計

画的に、しかも議会や市民の皆さんの理解を

得てまちづくりを進めるということは、この

総合計画で定着したというになるんですね。

実際日本のまちは、総合計画に従って 30年、
40 年とまちづくりを進めてきました。です
から、日本のまちは外国と違って非常にレベ

ルがそろっています。もちろん地域によって

デコボコはあります。豊かなところと、そう

でないところはあります。でも、まちづくり

のやり方なんかについては、非常にレベルが

そろっているんですね。その代わり弊害もあ

って、全国どこでも同じような金太郎飴って

言われるんですが、コンサル会社がつくった

計画をそのままコピーして使うみたいなこと

もよく起きたわけです。そういう意味では、

総合計画という仕掛けによって、日本のまち

が特色を失って、同じようなまちになってし

まったっていう、一種、そういうところもあ

るんですね。 

 
総合計画の問題点             

そういうことで、総合計画といのは、仕掛

けとしたらいいものです。日本のまちは非常

に良くなってきたんですね。しかし、だから

問題ないかというと問題があるわけですね。

そのいくつかを 2ページに書いてあります。 
まず、総合計画って言いながら、総合性が

欠如しているということです。どういうこと

かというと、総合計画は、行政のあらゆる分

野をカバーしています。だから総合計画だと

いってるんですが、そうですね、例えば、建

設部局と市民部局がちゃんとつながって、両

方が同じ方向や考え方で協力しながら仕事が

できるようになってるかっていうと、実はそ

ういうふうになってないんです。要するにそ

れぞれの部局が持っている計画の寄せ集めだ、

とよく言われます。事業を寄せ集めて、それ

にちょっと格好を付けるために、まちづくり

の方向とは何か、なんてかっこのいいことを

いってる。だから、はっきりいって、今の行

政の職員の中で、総合計画の中の理念の部分

なんかを意識しながら仕事をやっている人っ

てほとんどいないと思います。本当は、あれ

を読んで、それを体現しながらやんなきゃい

けないんですね。本当の意味で総合なのかと

いうことが、かなり問われなきゃいけないっ

ていう状況です。そして、行政が、議会も含

めてですが、総合計画の全体像、要するに基

本構想から基本計画があって、そして実施計

画っていう構造を踏まえて、いつもそれを意

識して動いているのかというと、棚の上に置

かれて、ホコリが積もってもきれいにしない

とよくいわれています。実際にそうだとはい

いません。なぜかというと、予算をつくると

きに、一応、総合計画のどこに該当するかっ

ていうのがあるんですよ。だから、実施計画

っていう事業の段階では、よく使われるわけ

ですが、基本的にはほとんど忘れてるといっ

ていいと思いますね。 
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２つ目は、こういう行政計画、行政が主体

となってつくっちゃったんです。だから、市

民の皆さんや地域の皆さんと本当につながっ

ているのか。こいうことは自治基本条例でも

よくいわれることですね。「つくったが、それ

は市民のものになっているんですか？」って

いうことです。確かに、市民意識調査なんて

やりますから、意見は聞きます。でもそれは

本当に地域に浸透していって、「あっ、これは

総合計画があるから、こういうふうになって

るんだね。」という意識が果たして回ってるん

だろうかということなんですね。これは私、

ヨーロッパに行ってすごく思うのは、ＥＵっ

て非常にそれが巧みですね。ＥＵは国家の上

につくっちゃいましたから、普段は意識され

ないんですね。そこで、事あるごとに、この

事業はＥＵのこういう予算でやってますとい

うことを徹底的にやってるんです。それで、

「ＥＵって存在があるから、我々はこんない

い生活ができてるんだ。この橋ができちゃっ

た。」とか、そういうことになってます。これ、

日本の行政は下手ですね。やっぱり、我々の

税金はどういうふうに使われているの、とい

うことをもっと意識して、「みなさんの税金は

こういうふうに使っています。総合計画でこ

ういうふうに位置付けられています。」という

ことやったら、もっと違うと思うんですが、

そういうこともないわけですよ。結局のとこ

ろ、地域社会の市民の人、市民の普段の生活

の中でほとんど意識されないというふうにな

ってしまっていて、これは非常に大きい問題

ですね。だから総合計画をつくるときだけ市

民が参加するみたいな話ではないんです。別

に「この市がそうだ。」と言ってるわけじゃあ

ありません。基本的にそういう性格になっち

ゃってるという問題点があるんです。 
それから、最近になって顕著になってきて

いるんですが、時代の変化に対応しきれない

という点です。昔は、10 年という単位はま
ちづくりの比較的まともな単位だったんです

ね。成長型世界ですから、世界の変化がおお

むね 10年ぐらいで先の見通しができて、「全
体としてこの辺りでこれ位までいくな。じゃ

あ、この 10 年切り取って、これ位やっても
いいんじゃないの。」っていいやすかったわけ

ですね。ところが今や、株の明日の値段が

500 円上がるのか 500 円下がるのか分らな
い。あるいは、１分先の株式市場が分らない

という時代になっているわけです。これは、

単に株とかいう話だけではなくて、政府や行

政の財政がどうなるかなんて分からなくって、

もう今コロコロと変ってるわけです。だから、

10 年先なんて、だれも予言できないし、あ
るいは考えてもほとんど無駄だという状態に

なっているわけですね。そこで、10 年とい
うのは果たして今の時代に合っているのかと

いう問題は、非常に深刻な問題です。これが

合ってるというんだったら、その証拠を出し

てほしいと私は思うんですが、むしろ、今い

われているのは、もっと長くしてしまうか、

あるいは、もっと短くしてしまうかのどっち

かなんじゃないのと言われているわけです。

どういうことかというと、なぜこんなふうに

株が乱降下したり、先が見通せないかという

と、社会が一定程度成熟しちゃって、ずーっ

とこう順調にある道を歩んでいくことができ

なくなっちゃったということですよね。これ

は成熟型の社会、停滞型の社会の特徴なんで

す。これは、ヨーロッパが大体100年近く前
に到達した、いわゆる成熟型社会というやつ

に非常に似ているわけですね。そういう社会

では、計画をやるんだったら、50 年、100
年先をデザインする。例えば私が行ったドレ

スデンは、徹底的に空襲でやられたわけです。

ドレスデンの悲劇っていわれてますが、原爆

でひどい目にあった広島・長崎とよく比較し

ていわれるドレスデンっていうまちです。本

当にめちゃくちゃにやられたまちです。その

ドレスデンに行ったら、市役所に模型が置い

てあるんです。その中で、ちゃんと色が付い
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る部分と白い部分があるんですね。ドレスデ

ンってまちは、昔のまちを復元することを

100年単位で考えてるわけで、今ここまでき
たってことで色を付けてるんですね。順番に

やっていこう。大きな方針はもう揺るがない

が、細かいところは財政が豊かとか厳しいと

か、いろんなことがある。でも、例えば道路

を通すとき、100年後にまちが完成するよう
に邪魔にならないような道路をつくるとか、

あるいは何かものをつくるときに変なものを

つくっちゃって、最終的な姿が合わないよう

にするのは止めようとか、それがデザインな

んですね。そのために 100 年、少なくても
40 年の計画ぐらいでやってるわけですね。
要するに、もう大きな投資は簡単にはできな

い。スクラップ＆ビルみたいに、安いものを

たくさんつくって、いつも新しくしていって

っていうような投資はできないということで

すね。だから投資をするときには、集中的に

投資をして、それを 50年も 100年も使って
いくという、それだけの質のあるものをちゃ

んとつくっていこうという話になってくるわ

けです。道路を一回つくったらちゃんと 100
年使えるようなデザインや位置を考えておく

なんていうことが必要なわけですね。そうい

うことを考えると、10 年単位っていうのは
非常にいろんな波をかぶるわけですね。だか

ら、その時点で判断するとしょっちゅうぶれ

ちゃうんです。低成長とか成熟社会において

本当に将来を見据えた場合、10 年ってちょ
っと短かすぎて、むしろ非常に長いスパンで

大きなデザインをやっとく必要があるんじゃ

ないかと、これ一つですね。 
それからもう一つは、じゃあ、短い方はど

うするんだということですが、今は波をかぶ

っているんだったら、波にちゃんと乗れるよ

うにしたらどうかということで、もっと短く

しちゃったんですね。そこで最近出てきたマ

ニフェストです。つまり１人の首長さんが４

年間担当します。その４年間は基本的にその

人変わらないわけですよね。だから、その人

の考えでまちづくりをやるわけです。４年間

はその人に一応任せられてしまうわけですか

ら、その人のまちづくりの方針、あるいは、

その人を選んだ市民のまちづくりの方針です

よね。これでこの４年間はとにかくやりまし

ょう。その次にまた再任されたら再任された

４年間で、また一回全部見直して、続けるべ

きものは続ける、そして、変えるものは変え

る。こういうことはあり得るのではないかと

いうことですね。 
ですから今、総合計画っていうのは非常に

苦難の時代を迎えてるわけです。言ってみれ

ば、中途半端な批判を結構受けているわけで

す。例えば、岸和田市でつくる総合計画は、

そういう中途半端でないようにするにはどう

したらいいのかっていう問題です。中途半端

なのかどうか議論することが必要なわけで、

ちょっと考えなきゃいけないところがあるわ

けです。そういうものをつくってはいけない

という意味ではありません。そういうような

状況に置かれているということですから、私

たちが総合計画をつくるんだったら、どうい

うような総合計画にして、今の時代、つまり

現代化していくのかということを考えなけれ

ばいけない。今までのやり方を前提にしてつ

くることだけでは済まないんですよと、正に

そういうところですね。岸和田の先進性や、

今までまじめにやってきたことをどういうふ

うに反映させるかということが問われるんじ

ゃないかなと思うわけですよ。 
それからもう一つは、計画行政といいまし

た。歴史を追って順番でやっていくというこ

とは、これ一見いいことです。でも今、計画

行政やルールに従ってということでいうと違

った側面が出てきました。それは地方分権と

いうことなんですね。昔は、先ほど言ったよ

うに、国の計画や政策が基になって、都道府

県の総合計画があり、そして市町村の総合計

画がある、という構図でした。だから、まち
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が独自に何かルールをつくるということより

も、大きな流れの中で自分たちがどういう役

目を果たすのかという話でしたから、計画と

いうかたちで良かったわけですよ。ルールや

制度というのは、計画や事業でできるもので

はないんです。例えば、日本には法律があり

ますよね。全国総合計画というような計画で

世の中が動いているんじゃなくて、まず憲法

があって法律があって、初めて制度や事業が

動いていくということですね。 
本来ならば、地方自治体おいてもそういっ

たルールや制度がまずあって、その中で総合

計画を動かしていくというものでなければい

けないんですが、それが今までは国の計画か

ら枝分かれしてきているんで、国がちゃんと

最後に保障してくれるだろう。あるいは国と

一緒にやっていれば、そんなわざわざ地方で

ルールや制度をつくんなくても良いんじゃな

いかということで結構やってきたんです。だ

けど今、地方分権になりました。地方分権に

なって、まじめかどうかは別として、自治基

本条例というのができたんですね。つまり、

この地域の、このまちのルールはこれでいき

ましょう。こういうことを原則としていろん

なものを動かしていきましょう、となるわけ

ですね。つまり、自治基本条例によって、ま

ちづくり全体についての 50年、100年の方
向付けが出るわけです。じゃあ、それを具体

的に福祉や環境といった分野ではどうする

の？となると、それぞれの分野で自治基本条

例から分かれた分野ごとのルールがある。じ

ゃあ、具体的に私たちの生活の中でどういう

ふうに展開していくの？ということで、更に

細かいルールがあるというようなことになる

んですね。で、このルールというのは条例と

いう形が基本です。要するに、自治体に自治

基本条例があって、その下にそれぞれの分野

を統合するような条例というルールがあって、

さらにその下に私たちのいろんな生活や活動

に密着した条例というルールがある、といっ

た全体のルールの姿に従って総合計画は動か

されている、ということが本当はなきゃいけ

ないんですよ。ところが今、多くの自治体で

は、そういった全体のルールの姿がないわけ

なんです。そんな中で、地方分権で国のコン

トロールが外れてくるわけでしょ？まちをル

ールなしで自由につくっていいんだ。そのと

きの市民の皆さんの意見と行政が課題だと思

ってることを集めて、それなりに格好つけて

もいいんだと、こういうふうになるのかと考

えるわけですね。これはなかなか大きな問題

なわけです。ですから、少なくとも自治基本

条例をつくってるまちは、まず自治基本条例

からはじまって、いろんな各分野の条例が基

本的にワンセットそろっているという中で、

総合計画がその中に位置付けられて、ルー

ル・制度と事業というものが組み合わさって

動いていく。市民の皆さんも、計画や事業だ

けで動いていても全体像が見えませんよね。

「なぜ、こうなるんだ？」ということは、ル

ールの方からもきちっと説明できないといけ

ないわけですから。今まで総合計画がそうい

うところに対応できていないという問題、特

に、自治基本条例があるまちにとってはそう

いう問題が大きいわけです。 
実は、岸和田市は自治基本条例ができたあ

と、総合計画の事業と自治基本条例とがどう

対応しているんだろうかっていうチェックを

しました。その結果、条例がほとんど対応し

てないということが分かりました。当たり前

ですよ。今までそういうことを意識しながら

そういうことをしてなかったわけですからね。

総合計画がそういうことになっていないとい

うことは、これから大きな本質的な問題にな

ってくるわけですね。 
そういうことで、今申し上げたように、こ

れからつくっていく総合計画は、かたちを変

えた方がいいんじゃないかということですが、

結構が出てます。一つは先ほど言った超長期

なデザインですね、50年とか 100年の。そ
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れから、自治基本条例と役割分担をして、一

方はルールで、一方は事業・政策であるとい

う、この二つの組み合わせによって総合計画

を機能させていくというのが可能ですね。そ

れから、さらに言えば、今首長さんが選挙の

ときにほとんど出しているマニフェストとの

関係をどうつけるのか。その三つのところが

これから総合計画をつくっていくときに、課

題として意識しながらやっていかないといけ

ないんです。これ、完全に対応できるかどう

か分りません。でも、ちゃんとそういことを

頭におきながら総合計画をつくっていく必要

があると思います。 
 
 
 
自治基本条例については、これはもう岸和

田の皆さん、かなりやってらっしゃるので、

あんまり細かくは言いませんし、今の総合計

画の話の中でずい分言いましたよね。結局、

自治基本条例というのは、まちの憲法なんで

す。でも、憲法といっても、国では憲法違反

って言葉ありますよね。この自治基本条例も

条例違反っていう言葉があります。つまり、

今までの都市宣言や総合計画というのは、「こ

れこれこういうことをやります。」といってま

すが、それに違反した場合や、それができな

かった場合、あるいは、それと違うことをや

った場合にどういうことになるんだろう？と

いうのは、ほとんどほっかぶりですよね。仕

方がないで済んじゃいました。あるいは、あ

んまりはなはだしいと、選挙のときに市長さ

んや議員さんが落ちるなんていうことがあり

ますが、ほとんどそういうことって聞かない

わけですよね。ってことは、要するに、一種

の無責任体制の中でやられてきたんですね。

けど、自治基本条例というのは、条例である

以上、条例違反というものがあるんですね。

ということは、守らなければいけない義務と

いうのが議会や行政はもちろんのこと、市民

や事業者のみなさんにも生まれて、この地域

のありとあらゆる関係者が、それに縛られる

ということになるんですね。そういうもので

すから、まず第一に、いろんな計画をつくっ

たり、あるいは、いろんな事業を展開すると

きに、私たちは、それが自治基本条例ときち

っと合っているかどうかということを常にチ

ェックしなければいけないし、チェックされ

るということです。市民もそれから逃れるこ

とはできないんです。そういう意識を皆さん

認識していらっしゃるかどうか。すごく難し

くて、「どうも自治基本条例って遠い存在で、

自分は関係ない。」と思ってらっしゃる市民の

方、結構多いんですよね。でも、やっぱりそ

こに書かれた責務とか、あるいは、こういう

ことができるとかいう権利ですね。要するに

行政に対する義務を忘れるとか、あるいは条

例違反をした場合に、それに対する回復手段

を求められるとか、そういう性質のものだと。

そこが今までの総合計画やいろんなの政策な

んかと違うわけですよね。そういう意味で、

自治基本条例というのは、まちづくりに関す

るあらゆる側面をコントロールするんです。

そのコントロールから外れることは基本的に

できないんですが、万一外れた場合には、条

例違反として具体的な是正を求められると、

そういうものであるんです。 
一番大事なことは、市民の皆さんと行政と

の関係ですよね。行政は市民の皆さんに対し

て何を守っていかなきゃいけないのか。そし

て、行政と市民はお互いに何を協力していか

なきゃいけないのか。これ、よく契約といい

ます。自治基本条例で規定された以上、これ

は一種の契約であって、お互いにそれを違反

することができないということですね。 
それと、自治基本条例というものは、基本

的には市の憲法という性質から、軽々しく中

身を変えるものではないんです。例えば、新

しい首長さんや議員さんが出てきて、それと

違ったことをするといったような、自治基本



 25 

条例に反するような政策をすることが原則で

きないということですね。逆に、最近出てき

た例として、新しい首長さんが、「こんなもの

があったら、自分のやりたいことができな

い。」と言って、議会に届けて自治基本条例を

廃止してしまうというのがあります。こんな

ことが起きてくるぐらい拘束力が強いんです。

議会の議決があるからという意味で拘束力が

あるんじゃなくて、条例という、そもそも法

的な拘束力を持った権利義務関係、契約関係

になり、今までのまちづくり市民参加なんか

とまったく違うと理解して頂く必要があると

思います。逆にいうと、そういうものがある

以上、市民のみなさんも条例の主旨に反して、

要望や注文をつけるとか、あるいは行政に対

する不当な要求をするとか、そういうことは

本来できないんですよね。だから「それはい

けません。」と言うんじゃなくて、条例が期待

しているのは、市民の皆さんが行政と協力し

ていいまちをつくっていくことと、もう一つ

は行政に対して提案をすることで、行政はき

ちっと受け止めて、その中で単に協力するだ

けではなく、お互いの意思疎通や情報交換を

非常に円滑に進めることによって、いいまち

づくりができると、そういうことを期待して

いるわけです。市民の皆さんの行政に対する

対応も、お上とか、あるいは奴らとか、そう

いう外にあるものじゃなく、一緒にまちづく

りをやっていく契約のパートナーであるとい

うことで、皆さんも市民として行動しなくて

はいけないんだという時代になっていくと思

うんです。 
 

 
 
だいたい私の話したかったことは、今まで

の話しの中で終わってます。最後に４と５の

エッセンスの部分をお話したいと思います。 
自治基本条例と総合計画とがどういう関係

で成り立つかということですが、明らかなこ

とですが、自治基本条例がすべての基本です。

ですから、自治基本条例からはみ出すような

総合計画はあり得ないということをまずご理

解願いたい。それから、常に自治基本条例を

頭の中に置きながら総合計画をつくっていた

だくようにお願いしたいというのが一点です。

総合計画は、最上位計画という言葉を使って

います。総合計画は、計画としては確かにこ

のまちの一番上位の計画ですから、それは間

違いありません。ただし、今までと少し意味

が違うと思います。というのは、今までは自

治基本条例がありませんでしたので、まちづ

くりの理念や方向付けとかいうものをかなり

書き込みました。今回は、書き込んでも結構

ですが、ただし、基本的には大きな目標や基

本的な事項は自治基本条例に書いていますの

で、それをやっぱり参照しながら、この何年

という間に、それを具体的に書くとすればど

ういうふうになるのかな？ということを意識

しながら書き込んでいただく。これは、そう

でなければいけないというわけではありませ

ん。そういうことになるのかな、という感じ

がしているということです。先ほど申し上げ

たように、自治基本条例というのは、ルール

や制度をメインにしているものです。総合計

画というのは事業や政策といった具体的に何

をやるかというレベルのものを体系化したも

のです。その二つが組み合わさって全体のま

ちづくりを進める。こういう理解でお願いし

たいということです。 
それから、今までは、総合計画が 10 年な
ので、行政はよく長期計画といっていたと思

います。ただ、自治基本条例は超長期、ある

いは長期計画の一番根幹的な位置にあるとい

うことですね。それに対して中期的な目標を

明確にするのが総合計画なんであろうと思う

わけです。それに対してマニフェストという

のは、いろんな議論があります。4 年単位の
計画にして、その方がむしろリアリティがあ

るので、「マニフェストをビシっと組み込んだ
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形で総合計画ができるのではないの。」という

議論もあり得ます。そうでなければいけない

ということではありませんが、そういう可能

性はあるということですね。選択の余地があ

るということを考えていただきたいというこ

とです。そういう意味では、今までとらえら

れていたような、まちづくりの根幹とか、一

番大事なのだという総合計画とは違って、も

う少し軽いといいますか、一種の道具として

の総合計画というのがあると思います。つま

り、我々がまちづくりに使っていく装置とし

ては、あんまりたくさん書きこんでおくと、

重くなって読む気もしなくなるんですが、も

うちょっと軽めにつくっておくと、「ちょっと

これ、総合計画に何て書いてあるの？」とい

うふうに読みやすくなる。当然、薄くなると

思うんですね。そういうことも含めて、もう

ちょっと身近なものにできるかもしれません。

新しくつくるとなると、少々エネルギーがい

りますが、全部をやりきるかを含めて、皆さ

んのお考えをそれなりに少し議論していただ

いてもいいかな？というふうに思います。 
それから、先ほど申し上げたことですが、

マニフェストと調整可能な総合計画にするの

かどうかということもあります。その場合、

ちょっとした工夫が必要ですね。例えば大津

市なんかは、基本構想・基本計画・実施計画

と３段階になっている総合計画を、基本計画

と実施計画をまとめてしまって、基本構想と

実施プログラムっていう2段階にして、マニ
フェストの期間と調整できるような形にして

いるというケースがありました。ですから、

固定的に考える必要はないでが、そこら辺り

を皆さんの中で調整していただければよいか

と思います。マニフェストがなぜ大事かとい

うと、検証可能性といいまして、後付けがで

きるということですね。総合計画では、今ま

で後付はあまりしていなかったんです。形式

の後付はやっていましたが、本当の意味でや

ってなかったんですね。ですから、もしマニ

フェストをかなり取り込むような総合計画に

なると、検証可能性ということで非常に問題

となります。特に、財政面での検証可能性と

いうことが大切になりますので、これは中々

行政としてはつらいものになるのではないの

かと。そういうこともお話し合いをしていた

だければと思います。 
それから、市民参加の面ですが、マニフェ

ストというのは、首長さんの選挙のときにや

るわけで、基本的に行政がそれを受けてやる

かたちになります。じゃあ、そのマニフェス

トを取り込んだ総合計画ということを考える

ときに、首長さんのマニフェストと少し違っ

た面が入ってきてもいいんだろうか？という

問題があるんですね。それは、市民参加でつ

くった計画と、マニフェストという首長の政

治方針、これは市民に支持された政治方針で

すから、それをどういうふうに位置付けるか

っていう難しい問題が実はあります。でも、

それは固定的に考える必要はなくて、このま

ちでそれはどういうふうに考えていくかとい

う議論があればよろしいので、もし、マニフ

ェストを取り込む場合には、そこら辺のこと

も議論の対象になるのかな？ということです。 
自治基本条例をそのままにしておくと、な

かなかメインになりませんので、自治基本条

例を常に意識しながらつくった総合計画は、

「目に見える自治基本条例」ということにな

って、自治基本条例を具体的に市民の皆さん

に理解し、自分のものにしていただくという

ことで、重要なものになるのではないか。そ

ういう意味で総合計画をつくるプロセスは、

自治基本条例を市民の皆様に理解していただ

くプロセスにもなるということも皆さんに意

識していただくと大変よろしいのではないか

と思っているわけです。 
大体私の話したいことは、この辺りですの

で、今日はありがとうございました。 


